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Understanding, measuring, and promoting crucial 21st century skills: 













































































































































































































































〈講演会・シンポジウム・ワークショップ〉（2015 年 4 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
 
第 13 回 知的コラボの会 
「モダンガールの戦後―石垣綾子という人―」 
● 日時：2015 年 5 月 7 日（木）13 時～15 時 




第 14 回 知的コラボの会 
「世界神話の中の日本神話― 比較神話の立場から日本の神々の解釈 －」 
● 日時：2015 年 5 月 28 日（木）13 時～15 時 




第 15 回 知的コラボの会 
「指導要録改訂史にみる教育評価観の変遷 」 
● 日時：2015 年 7 月 9 日（木）13 時 30 分～15 時 





【第 1 部】京都大学 COCOLO 域共催『高校生と大学生の探究成果ポスター発表会』  
【第 2 部】シンポジウム『高等学校における探究の評価』  
● 日時：2015 年 8 月 1 日（土） 
第 1 部 10 時 30 分～12 時 30 分/ 第 2 部 14 時 30 分～17 時 
● 場所：京都大学吉田キャンパス人間・環境学研究科 大講義室（B23） 
● 主催：教育実践コラボレーション・センター 
●  講師：第 1 部／大杉住子（文部科学省）、塩澤幸雄（国立研究開発法人科学技術振興機
構）、北野正雄（京都大学理事）、高見茂（京都大学理事補）、桑原知
子（京都大学）、服部憲児（京都大学） 






● 日時：2015 年 8 月 22 日（土）、23 日（日） 





        石井英真（京都大学）、北原 也（京都大学非常勤）、大貫守（京都大学院生） 
 
第 16 回 知的コラボの会 
「複雑系からみた心理臨床」 
● 日時：2015 年 9 月 16 日（水）17 時～19 時 
● 会場：京都大学教育学部本館 1 階 第 1 会議室 
● 主催：教育実践コラボレーション・センター 




● 日時：2015 年 10 月 3 日（土）13 時 30 分～17 時 






－木に関わる専門職の協業を手がかりに－」   
● 日時：2015 年 10 月 18 日（日）10 時 30 分～17 時 
● 会場：京都大学芝蘭会館別館 研修室２ 
● 主催：関西 IPE 研究会 、教育実践コラボレーション・センター 
● 話題提供：一瀬章弘（京北銘木生産協同組合）、藤井俊二（（有）Run 設計集団） 
荒木勇（（株）アラキ工務店）              







第 17 回 知的コラボの会 
「パラダイム破壊型イノベーション入門－未来ビジョンをデザインするイノベーション・ 
ソムリエのために」 
● 日時：2015 年 10 月 22 日（木）10 時～12 時 





● 日時：2015 年 10 月 31 日（土）13 時 30 分～16 時 





「まちおこしワッショイ 北高生と京大生でふるさとのこれからを thinking 」 
● 日時：2015 年 11 月 11 日（水）13 時 30 分～16 時 
● 会場・協力：京都府立北桑田高等学校 










● 日時：2016 年 2 月 21 日（日）13 時 30 分～16 時 










「新しい学校のかたちを考える －学校を問い直す子どもたち－」   
● 日時：2016 年 3 月 26 日（土）15 時～17 時 30 分 







● 日時：2016 年 3 月 27 日（日）10 時～12 時 
● 会場：京都大学医学部芝蘭会館 2 階 稲盛ホール 
● 主催：教育実践コラボレーション・センター 
● 話題提供：藤田智（京都家庭裁判所）、木村敦子(京都大学) 




課程博士　※平成 28 年 3 月授与まで
氏　　　名 論　文　題　目
菱 田 一 仁 心理臨床における人形の存在意義と役割に関する研究
－人形遊びの心理臨床－
広 瀬 悠 三 カントにおける世界市民的地理教育の人間形成論的意義の解明
－経験的働きかけとしての教化の基底性に着目して－




中 山 真 孝 言語における系列順序情報処理の諸問題：
クラスタリング，文脈弁別，時間的距離，および両端性
蒋 　 妍 大学生の授業外学習を促す要因に関する検討
－授業内・授業外学習観に着目して－
鄭　　 谷 心 近代中国における国語教育改革に関する研究
－白話文教育方法論史の視点から－






野 崎 優 樹 情動コンピテンスの成長と機能に対する社会的認知理論からのアプローチ
坂 田 真 穂 ケアを職業とすることがもつ心理臨床的意味
－看護師の心理的疲弊とその支援から－
隼 瀬 悠 里 フィンランドにおける教員養成の高度化に関する研究
日 道 俊 之 共感が援助行動を促進する心理・神経・遺伝的メカニズムの検討
中 藤 信 哉 心理臨床における居場所






修 士 論 文 題 目 一 覧
氏　　　名 論　　　文　　　題　　　目




笹 山 幸 子 公立学校における若手女性管理職候補者の発掘及び育成策
－公立高校女性管理職のキャリアパスの考察を通して－
竹 村 知 樹 アマルティア・センの正義論における他者との関わり
－「共感」および「コミットメント」概念の検討を中心に
松 本 匡 平 林竹二の授業論
－思想形成過程と実践に注目して－
望 月　　 実 国分一太郎の生活綴方論に関する一考察
－カリキュラム構想を読み解く－
谷 野　　 希 1920‐30 年代静岡県における高等女学校と地域社会
山 田　　 勉 学生参加による高等教育の質保証
－ボローニャ・プロセスにおける＜消費者としての学生＞の考察を中心に－
山 本 弥 佳 他者の社会的随伴関係が乳児の模倣学習に与える影響
植 村 温 子 スペインの公立校における外国語教育の新動向 
－マドリード州の CLIL 実践に焦点をあてて－
松 尾 大 地 戦後日本における「社会人」表象の変化に関する社会学的研究
森 野 寛 史 「農」ブームから読みとく仕事観・人生観の変容
－「農業経営本」の言説分析－
中 山 光 正 学校史の変遷からみる高校間の進学格差とその受容
－三重県南部の県立伝統校を事例として－
森 田 悦 充 生の技法と教育
－シュスターマンの身体感性論を手掛かりに－
河 原 徳 恵 幼児期における向社会的行動の認知的基盤：
情動的、認知的共感との関連から
河 村 悠 太 利他行動に及ぼす評判と社会的規範の影響
木　下　翔太郎 ポスト工業化社会における雇用構造二極化仮説の検討　
－バブル崩壊以降の日本社会に着目して－
園 部 香 里 高等教育進学率の停滞期と上昇期における都道府県間格差の分析
橘 　 菫 『武士の娘』の読者たち
－ある女性教養人の受容に関する社会学的分析









花 田 史 彦 映像メディア史における「大衆」概念のゆらぎ
－映画評論家・岩崎昶の再定位から－
藤 野 正 寛 集中瞑想と洞察瞑想の神経基盤
－ fMRI を用いた大脳基底核 - 皮質間の機能的結合性の検討－
本　宮　裕示郎 T.H. ハクスリーの教養概念に関する検討
－ 19 世紀イギリスの自由教育論争を手がかりに－
松 井 桃 子 大学生の学業適応感とキャリア意識の関連性
－適応過程におけるコーピング方略に着目して－
柳 岡 開 地 プラニングと実行機能がスクリプトの柔軟な実行に及ぼす影響の発達的検討
山 本 英 実 乳児の行動に対する母親の応答性の個人差
－行動・心理・生理学的指標からの検討
孟 　 凡 中国における流動児童と移民教育
－北京における農民工子女の教育実態を中心に－
笹　川　果央理 メンタルヘルス不調による休職者の自己価値の随伴性





土 井 将 人 三木清における「構想力の論理」
－人間存在の生の根拠をめぐって－
中 峯 春 佳 孤独感における創造的側面の検討
－美術系作家へのインタビュー調査を通して－
永 渕 祥 可 聴こえにくい子をもつ母親の語り
－子育て過程における体験の様相－
西　　 珠 美 描画を通してみる思春期における身体の在り様について
藤 原 智 之 高齢期（70 代）男性の自己概念とアイデンティティ感覚
細 川 佳 葉 青年期の両親イメージと友人関係における「難しさ」
－ロールシャッハ法による分析を中心に－
森 　 亘 笑い、成熟としての侵犯
－価値論としてのジョルジュ・バタイユ－
森 田 一 尚 「周縁性」とエーリッヒ・フロムの人間形成論
－ 452 －
京都大学大学院教育学研究科紀要　第62号　2016
山 﨑 基 嗣 心理面接における声とその意義
方　　 建 欽 学校現場における教師と心理臨床家の「視点」について
－台湾の輔導教諭に注目してー




卒 業 論 文 題 目 一 覧
氏　　　名 論　　　文　　　題　　　目
池 川 正 明 アジア・太平洋戦争における学徒兵の死生観
－帝国大学出身兵士の事例を中心に－
石 田 洋 輔 数学教育における生活の位置付け
－数教協と数実研の論争点を手がかりにして－
市 川 和 也 田中寛一による入試改革構想の意義と課題
岩 﨑 泰 樹 塩野直道の算数教育論に関する検討
大　橋　早世加 母親との身体接触が乳児の探索行動に与える影響
梶 原　　 駿 デューイ経験概念における相互作用に関する考察
－「依存性」という言葉に注目して－
北 井 瑠 美 男子大学生の子育て意識に関する実証的研究
－個人差に関連する要因の検討
木 村 公 美 自閉症者における字義通りでない言語表現の理解
佐 藤 優 里 子ども向け絵本と時間の体験　
図像表現の歴史的考察を通して
東 山 晃 輔 幼児期における内集団バイアス
－社会的相互作用の観察経験が与える影響－
鳥 原 悠 人 現代における道徳性陶冶の可能性　
－高野山真言宗の行をてがかりに－
成 戸 洋 介 自己の育児映像のフィードバックが母親の育児自己効力感に与える影響
西 井　　 拓 ヴァーチャル空間でのコミュニケーション　
－変容するいじめのかたち－
西 田 隼 人 語彙学習における「かかわり度仮説」の検討
平 林　　 禄 映画の演技における即興性と一回性についての考察
松 永 倫 子 母親の身体感覚の個人差からみた乳児の情動表出に対する敏感性
松 本 滉 平 板倉聖宣の「たのしい授業」論に関する一考察
山 浦 孝 一 宇宙教育を通した科学教育の課題改善と今後のゆくえ
藤 井　　 亮 路地における遊びに関する研究
－「中間領域」の思想を通じて－
森 本 和 寿 友納友次郎の綴方教授論に関する考察
－随意選題論争を手がかりとして－




中 村 優 士 共感性および行動特性についての比較文化研究
－日本とブータンの高校生を対象として
細 田 佳 澄 愛玩動物との相互作用と飼い主の愛着感情の関係について
－ 454 －
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大 澤 尚 也 青年期の離人感と親との外的・内的関係：
質問紙と TAT を用いた調査研究
大 津 尚 子 曖昧表情への敵意帰属傾向に影響する要因の検討
大　橋　由紀子 ワーキングメモリの負荷がマインドワンダリングの生起におよぼす影響について
加 藤 雅 規 畏怖の念による自他表象と行動の変容
北 島 美 花 自尊感情の高低が感情予測に及ぼす影響
近　藤　千恵子 キャラクター認知におけるベビースキーマ効果
武 内 優 和 大学生における人間関係上の幸福感と不幸感の構造
所　　 歩 美 自己嫌悪感と自己変容との関係について  
－質問紙と TAT を用いて－
西 端 和 志 青年における同性愛への嫌悪を仮想接触によって緩和する方法について
西 山　　 慧 意図的な想起の抑制が注意選好に及ぼす影響
益 山 三 枝 発達障害のある子どもの家族との関わりプロセス
－援助者への面接調査を通した検討－
松 本 大 輝 視覚的ワーキングメモリにおける情報の保持・忘却に対する
イメージ生成の影響
文 山 知 紗 即興的描線に表現されていること
－なぐり描きに関する臨床心理学的考察－
溝 口　　 侑 就職活動を通じた自己イメージの変容について
石 垣　　 将 現代青年の仮想的有能感について
田　村　明日香 新たなオクノフィリア・フィロバティズム尺度作成の試み
Balint の理論に基づく再開発
豊 原 響 子 青年期の身体性と自我同一性の関係をめぐって
池 田 賢 人 大阪府の進学指導特色校の考察
－東京都の進学指導重点校と比較して－
磯 辺 菜 々 絵本に描かれる「友情」イメージと友情至上主義の社会学的分析
岩 本　　 峻 日本におけるライブハウスの拡大とその意味
小保内　太　紀 「現実の社会的構成」の再構成
－Ｐ・Ｌ・バーガーの日常世界論を中心に－
木 村 理 子 アメリカのスクールカウンセラーと教員の連携に関して
－多重支援モデルを中心に－
桑 原　　 綾 中国における就学前教育政策の展開
小 林 亜 季 若者の働き方と幸福感
清 水 太 基 義務教育学校制度の活用可能性に関する一考察
－地域活性化の視点から－
清 水 大 地 名門私立男子校の差別化と生き残り戦略
白 井 皓 大 宿泊施設における交流と学び
－ゲストハウスの場づくりに注目して－




殿 内 海 人 フィリピンにおける NGO によるノンフォーマル教育について
－ ABAKADA による就学前教育を中心に－
難 波 崇 文 大学設置認可行政の執行過程
－窓口指導に焦点をあてて－
二 宮 奈 央 「おひとりさま」言説の誕生と変容
灰 谷 圭 史 学力の都道府県間格差の分析
－小学校 6 年生から中学校 3 年生への変化に注目して－
長谷川　陽　平 神奈川県と神奈川朝鮮学園の補助金を巡る交渉過程に関する考察
馬 渕 拓 真 特撮ヒーロー番組の世代的受容と変化
－仮面ライダーシリーズを事例として－




山 本 啓 祐 台湾の高等教育における質保証の展開
－教育評価を中心に－
山 本 健 太 ポスト近代型能力と家庭教育をめぐる言説分析 
－受験期の子どもを持つ親に注目して－
佐 野 和 子 日本の女子大学：
1980 年代以降の持続と変化についての分析
岩 城　　 光 近代家族のゆらぎと父親の居場所
－『家族ゲーム』の変容から
沖 元 俊 樹 スポーツ選手の育成とキャリアをめぐる現状と課題
－野球選手を中心に－
川 上 莉 菜 ソーシャルメディアにおける自己表出に関する社会学的考察
境 　 駿 現代の「若者論」の社会学的分析
迫　　　那津美 アントレプレナーシップ教育の国際動向
－日本とアメリカを中心にして－
松 村 侑 香 鶴見俊輔における悪人意識の社会学的分析 
髙 島 哲 之 戦後草創期の京都大学における「自由の校風」に関する一考察　
－鳥養利三郎を中心として－





今　福　理　博 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 3 回生
田　中　友香理 日本学術振興会特別研究員　教育方法学講座　博士後期課程 3 回生
藤　本　奈　美 教育方法学講座　博士後期課程 2 回生
福　嶋　祐　貴 教育方法学講座　博士後期課程 1 回生
子　安　増　生 教育認知心理学講座　教授
野　崎　優　樹 日本学術振興会特別研究員　教育認知心理学講座　博士後期課程 3 回生
枡　田　　　恵 教育認知心理学講座　博士後期課程 1 回生
福　井　佑　介 生涯教育学講座　助教
嶋　崎　さや香 生涯教育学講座　博士後期課程 2 回生
種　村　文　孝 生涯教育学講座　博士後期課程 1 回生
佐々木　基　裕 教育社会学講座　博士後期課程 2 回生
南　部　広　孝 比較教育政策学講座　准教授
ジャルガルサイハン ジャルガルマー 比較教育政策学講座　修士課程 1 回生
関　口　洋　平 神戸大学教育推進機構　日本学術振興会特別研究員
郭　　　暁　博 比較教育政策学講座　博士後期課程 2 回生
中　島　悠　介 日本学術振興会特別研究員 比較教育政策学講座 博士後期課程 3 回生
門　松　　　愛 日本学術振興会特別研究員　比較教育政策学講座　博士後期課程 2 回生
廖　　　于　晴 比較教育政策学講座　博士後期課程 3 回生
渡　辺　雅　幸 日本学術振興会特別研究員　比較教育政策学講座　博士後期課程 3 回生
白　銀　研　五 日本学術振興会特別研究員　比較教育政策学講座　博士後期課程 2 回生
全　　　京　和 比較教育政策学講座　博士後期課程 1 回生
朱　　　　　燁 臨床教育学講座　博士後期課程 3 回生
西　郷　南海子 日本学術振興会特別研究員　臨床教育学講座　博士後期課程 1 年
松　波　美　里 心理臨床学講座　博士後期課程 2 回生
木　村　大　樹 心理臨床学講座　博士後期課程 1 回生
上　田　勝　久 臨床実践指導学講座　博士後期課程 1 回生
村　井　雅　美 臨床実践指導学講座　博士後期課程 2 回生
佐　藤　　　映 臨床心理実践学講座　博士後期課程 3 回生
篠　田　亜　美 臨床心理実践学講座　博士後期課程 2 回生
児　玉　夏　枝 臨床心理実践学講座　博士後期課程 2 回生
千　葉　理　未 臨床心理実践学講座　博士後期課程 3 回生
橋　本　真友里 臨床心理実践学講座　博士後期課程 1 回生
斎　藤　有　吾 日本学術振興会特別研究員　高等教育開発論講座　博士後期課程 3 回生
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